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子実用　矩性　ヒ　マ　ワリ　の　試作

第2報　作期と施肥効果

伊東　秀則・那須　噴正・小林和太郎・北山　隆三

（青森県農業試験場）
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1　は　し　が　き

食用油脂原料の子実生産を目的とする嬢性ヒマワリ4系

統を供試し，青森県において転換畑小麦の前後作物として

導入することの可否について検討した。前報l）においては，

作期及び土壌改良効果について報告したが，本報では，作

期及び追肥が生育収量に及ぼす影響について検討したので

その結果を報告する。

2；試　験　方　法

供試系統は全農より配布されたⅠ8－903，18－907台

南選一号，PEREDOVIEの4系統である。播種期は1981年

5月15日（第Ⅰ期），6月15日（第皿期），7月15日（第

m期）の3期とした。施肥量は各区とも基肥は8当たりN

：1．0，P205：1．5．且20：1．0，追肥量はN：0，0．5，1，0

の3段階とし若者期に應用した。基肥は全面施用．追肥は

畦間施用後培土を実施した。栽植密度は畦幅60用，株閤20

mの3校播，出芽率調査後1本立ちさせ，ガ当たり8．3本と

した。土壌改良区を設け．当土嬢の燐酸吸収係数の5％相

当量の燐酸（ダブリン）を21．5吻／8耕起前全面施用した

試験場所は黒石市，青森県農薬試験場中部圃場で転換初年

目，無暗渠，平均地下水位30（蘭の腐植質多湿黒ポク土であ

る。

3；眈験結果及び考察

（日　生育ステージと積算温度

1981年は7月を除く5～9月の異常低温少照，そして8

月23日には台風15号の被害があり，多くの夏作物は前年に

続く大冷害を受けた。表1に，土壌改良及び1．帥砂もの追肥

条件下での播種期別出芽率と主要ステージ及び播種からの

積算温度を示した。出芽率についてみると，供試系統闇で

はPEREDOⅥ且が低いが，播種時期の差は少なく，80％前

後である。出芽所要日数は播種期が遅くなるにつれ短縮し
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ている。用REDOⅥ瓦を除く3系統は全播種期を通じて，

着蕾期までの碩算温度は600℃前後，開花期までは1．200

℃前後終花期までは1，500℃前後と，ほぼ一定の積算温度で

生育が行われており．前報1）と同様な結果を得ている。しか

し，開花期から成熟期に至る積算温度についてみると，播

種期が遅れるにつれ減少傾向を示したため，全生育期間の

それは，晩播ほど減少し，前報の結果と差異がみられ，年

次気象により変動が認められた。

衷1　播種細別出芽率と生育日数及び
播種からの積算温度（℃）

播
系 出 生 閉 ま 終

花
成
熟

控 統 芽 育

日

花 忘
期 祓

期
名

率
【別

数

伯 ）
斯 算 ま

で

ま

で

Ⅰ

I S　－ 9 0 3 8 0 1 10 1 ，2 50 1 ．5 6 7 2 ，16 3

1 8 － 9 0 7 80 1 10 1 ．2 50 1 ．5 6 7 2．16 3

台 南 選 一 旨 8 4 1 1 1 1，2 2 8 1 ．58 9 2，17 9

P E R E I）0 Ⅵ瓦 6 8 1 1 3 1，4 1 9 1 ，79 2 2 ，2 19

皿

I S － 90 3 8 8 9 2 1．2 5 1 1 ，4 9 5 1 ，9 6 2

1 8 － 9 0 7 9 0 9 2 1．2 5 1 1 ．4 9 5 1 ．96 2

台 南 選 一 号 8 8 9 3 1，18 1 1，5 6 4 1，9 79

P E R E D O ⅥE 7 6 9 6 1，3 6 4 1．7 3 4 2 ，0 2 7

Ⅲ

Ⅰ8 － 9 0 3 8 2 9 2 1 ．19 9 1，4 9 0 1．8 4 1

1 8 － 9 0 7 8 4 9 2 1 ，19 9 1，4 9 0 1．8 4 1

台 南 選 一 号 8 2 9 3 1 ．2 1 7 1．5 2 6 1，8 5 5

Ⅰ嘔R E D O Ⅵ且 7 2 9 5 1 ．2 88 1 ．5 9 8 1，8 8 0

症．土壌改良及び追肥（1．0吻／8）条件

（2）生育収量調査結果

表2に示した収量調査結果をみると．収量構成要素の一

花当たり稔実拉致では第Ⅱ期で多い傾向であろが・前述の

理由により登熟が不十分で千粒重が低かったため・一花当

たりの稔実軽重の増加に結び付かなかった。千粒垂につい

てみると，供試系統間ではPEREDOⅥ且が重い。播種期に

ょる違いは明らかでなく，晩播の第皿期においては・千校

重の低下はみられず，むしろ上廻るものもあった。これは・



ー274－　　　　　　　　　　　　　東北農業研究　　第　31号（1982）

登熟が15℃前後の低温条件下でも進み，史に豊熟日数が延

長したため，緩慢であるが豊熟が良好に進んだことによろ

と推察される。一株当たり稔実粒重と収穫率より求めた収

矧こついてみると，供試系統間では台南選一弓が安定多収

を示し．播種時期では，登熟期の台風が原因で，折損や病

害の発生により収穫率の低かった第皿期が低収で．収量水

準はa当たり20毎前後であった。収穫率の高い第Ⅰ朋が全

供試系統とも多収となった。

蓑2　収壁調査結果

播

種 系 統 名

収　 益　 調　 査

収

量

収 一稔 一 稔 千 収

壁
株実
当校
株実
当校 楊 穫

期 比 り数 ：ヨ
り重

重 率
（七㌢も） 悌） （拉） l列 【列 （別

Ⅰ

l S　－ 903 23．0 100 886 39．4 44．5 70

I S　－ 907 24．4 106 912 39．1 42．8 75

台商運 一号 31．0 135 890 46．5 52．3 80

PE R E I）m 27．4 119 708 41．1 58．0 80

皿

I S　－ 903 17．5 76 914 35．0 38．3 60

I S　－　90 7 21．7 94 1▲073 43．5 40．5 60

台商連 一号 23．7 103 1，132 51．8 45．8 55

PE R ED O ⅥK 19．5 85 8 18 39．1 47．8 60

Ⅲ

I S ・－　903 36．0 157 1．242 6 1．8 4 9．8 70

I S　－ 907 22．7 99 1，027 39．0 37．9 70

台南選 一号 25．5 111 782 47．1 60．1 65

PE R E D O Ⅷ 23，8 104 824 44．0 53．4 65

注・土壌改良及び追肥（日日机／a）条件

（3）追肥が生育収量に及ぼす影響

表3において追肥が収劉こ及はす膨智についてみると，

一花当たり稔実校数及び千枝重の増加が著しく，子実収量

の増大に寄与している。特に第Ⅰ期と第Ⅲ期では．無改良

条件の追肥倍違区が土壌改良条件の追肥倍量区の同水準ま

で，収東構成要素の向上がみられ，増収効果が大きかった。

土壌条件，地力差．追肥時期によって追肥効果が左右され

ると思われるが．安定多収を得るための追肥は土壌改良と一

同様・有効な手段と考えられる。収穫時の千拉重は供試時

の干粒重に比べ一一一般的に30～40％ほど低下するが，追肥に

より登熟が向上し供試種とほほ同水準にまで増大するので

追肥は必須条件と考えられる。台南選一弓を供試した追肥

試願において．表には載せていないが全室と諸形質との相

関関係をみると，いずれの播種期においても高い正の相関

がみられるが，特に，全重と頭冠重との相鋼が高く．一株

当たり粒垂についても高い正の相関を示した。ヒマワリの

子実の増収をはかるために追肥や土壌改良を実施し，生育

を促進させることが必要であるが．一方で．主茎の伸長に

より本来の壊性という長所が失なわれ．かつ，開花期間が

台風の時期とかちあうため倒伏あるいは折損しやすい状態

となる危険性もある。したがって．耐倒伏性の強い早熟犠

牲品種の育成及び被害を回避するための作期上の配慮が必

要である。

表3　収量調査

播

種

期

追

肥

土有

珠

収　 題　 詞　 査

収

量

収 一稔 一稔 干

改 星 株実 株器 粒
量 良

比 当粒
り数
当粒
り重

重
（七㌢／8） の無 （疏 ） l％） ¢組 げ） （列

Ⅰ

0
有 17．8 126 764 26．7 34．9

無 14．1 100 644 19．8 30．8

0．5
有 2 8．7 204 97 1 43．1 44．4

無 28．5 202 768 40．2 52．4

1．0
有 3 1．0 220 890 46．5 52．3

無 33．3 236 890 47．0 52．8

皿

0
有 19．7 140 1，065 43．0 40 ．4

無 13．2 94 712 26．3 36 ．9

0．5
有 2 1．6 153 1，109 47．1 42 ．4

無 14．0 99 830 27．9 33．6

1．0
有 23．8 169 1，132 51．8 45 ．8

無 14．4 102 751 28．8 38．3

皿

0
有 16．9 120 740 3 1．1 42．0

無 12．9 91 623 2 1．9 35．2

0．5
有 22．3 158 69 1 4 1．2 59．6

無 18．6 132 800 31．9 39．9

1．0
有 25．5 181 782 47．1 60．1

無 26．1 18 5 9 19 44 ．8 48．7

注．供試系統　台商運一号

4　ま　　と　　め

本試験の結果．異常気象条件下であったが．いずれの系

統も5月中旬播で生育期間は約110日，6・7月中旬播で約

95日であり，生育に要する積算温度は，2．200℃，2．000℃．

1．900℃と晩播に伴い，減少傾向を示した。したがって，小

麦の播種適期が9月20日中心であることから，小麦前作と

しては6月中旬が播任晩限であり．小麦の収穫期が7月中

旬であることから，小麦後作としては7月中旬播種で大豆

より導入がやや容易と思われる。追肥処動こより生育が促

進し，増収効果が認められ，土壌改良と共に有効な手段と

考えられる。供試系統では．台南選一弓が約2即妙ち　と有

望であるが，より耐倒伏性のある早熟　性品種が育成され

れば，ヒマワリは土地利用上極めて有利な油脂作物と判断

される。

引　用　文　献

（1）那須頑正・子実用壊性ヒマワリの試作．日作東北支部

報　24，95－96（1981）．


